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The authors have been developing UAVs for aerial geomagnetic survey, and survey flights have been attempted around Marsh 
Airfield, King George Island, Antarctica in January 2011.  Although only several test flights during about one month were 
carried out due to several adverse conditions such as continuing bad weather and conflict avoidance with manned aircraft 
operated on fine days at Marsh Airfield, it is confirmed that the developed UAV survey system is useful. It is also significant 





として，無人航空機(Unmannd Aerial Vehicle, UAV)を用いた空中磁場探査や気象観測用のシステムを開発 1)してき
た．これらには，メーカが開発したものや，筆者ら自身によって開発したものも含まれている．これまでメーカ
が開発した UAV を利用し，昭和基地におけるフライトを試みてきた 2)． メーカが開発した UAV を利用するため
には，多額の費用を必要とし，また専門のオペレータが観測現場に同行するか，研究者自身が運用する場合には
かなりの運用訓練を受けなければ運用が困難であるという問題がある．今回科研費によって実現した南極キング
ジョージ島周辺における空中磁場探査 3)においては，筆者ら自身が開発した低コストの UAV を利用し，おもに研
究者からなるグループで運用することを試みた．本稿では，その詳細と結果について報告する． 
 
使用した UAV について 
今回使用した 2種類(AntPlane3 号機および AntPlane6 号機と呼ぶ)の UAV の外観とおもな仕様を図 1，図 2および




















図 1 AntPlane3 号機 
 
 





エンジン 15cc 4 サイクル 
燃料 混合ガソリン 
図 2 AntPlane6 号機 
 














預託荷物として筆者らを含む 5 名のグループ自身で輸送した． 
 
飛行試験結果 













れたためである．わずか 1 日だけ，地上風速 3m/s，気温 5℃と気象条件がよ
く，また有人機が飛来しない日があり，その際にマーシュ空港上空で約 1 時
間実施したテストフライトにおける周回飛行経路を図 4 に，磁力計で計測さ

















B, 22403006, 2010-2012) により行われました．ここに厚く御礼申し上げます． 
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図 3 フライト予定範囲 
図 4 マーシュ空港上空
の周回飛行経路 
図 5 マーシュ空港上空の
周回飛行経路における磁場
強度変化 
